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　上里町内では古墳時代から平安時代の

集落跡が数多く発見され、また少ないな

がら中世の遺跡も見つかっています。

　金久保内出遺跡は、神流川扇状地の末

端に立地しています。これまでに上里町

教育委員会や当事業団によって、発掘調

査が行われてきました。今年度は、第４

～８地点の調査を行っています。

　今回の見学会では、第７地点と第８地

点から見つかった、古代と中世の遺構の

調査成果をご覧いただきます。
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第 8 地点
～古代の竪穴住居跡～ ～中世の遺構～

第７地点 掘立柱建物跡や土壙墓など

が検出されました。
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第 1012 号土壙

遺構の形状から火

葬施設と考えられま

す。長時間火を焚い

たため壁は赤く焼け、

中には大量の炭化物

が堆積していました。炭化物層の中には

ごく少 量の骨片と、銭貨が２枚含まれて

いまし た。

第 1023号土壙

桁行２間 × 梁行２間の掘立

柱建物跡です。柱穴の形状や覆

土（埋まった土）の様子から、

中世の建物跡と考えられます。

第 14 号掘立柱建物跡

中世後期から江戸時代初頭の

土壙です。染付の皿が出土し

ました。

第 1017 号土壙

第206号竪穴住居跡
この住居跡は深さが

80 ㎝もあります。床面

近くから、土師器の

坏や甕、須恵器の坏

が出土しています。

この住居跡は深さが

80 ㎝もあります。床面

近くから、土師器の

坏や甕、須恵器の坏

が出土しています。

土師器の坏や、須恵器坏の蓋が出土し

ました。これらの遺物の特徴から、住居

跡の時期は8世紀前半と考えられます。

土師器の坏や、須恵器坏の蓋が出土し

ました。これらの遺物の特徴から、住居

跡の時期は8世紀前半と考えられます。

第205号竪穴住居跡 土師器坏

須恵器坏蓋

調査中のものを含め、奈良

時代と考えられる竪穴住居跡

が、6軒見つかっています。
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